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【２】実施体制図及び役割・責任・権限表
作成日：2023年11月13日



制定日： 2023年11月6日

 基本理念 
当社は、自動車の販売を主とする事業活動において、地球環境の保全が社会共通の重要課題
であることを認識し、環境ならびに温暖化対策・省エネに配慮した企業活動を行い、より豊
かな社会の発展に貢献します。

環境行動指針
環境マネジメントシステムを確立し、運用することによって、継続的改善を誓約します。

1.二酸化炭素排出量を削減します。重点分野として、ガソリン・軽油使用量削減を推進しま
す。

 2.廃棄物排出量の削減及び廃棄物の再生利用を推進します。

 3.水道使用量の削減を推進します。

 4.化学物質使用量の適正管理を推進します。

 5.環境に配慮した製品の販売を推進します。

 6.地域のボランティア、教育活動に積極的に参加します。 

 7.環境関連法規等を遵守します。

 8.本方針を全従業員に周知徹底します。

 
代表取締役社長 

ネッツトヨタ山陽株式会社
環 境 経 営 方 針

【３】



 

【４】目標及びその実績と判定・次年度目標



【５】環境経営活動の紹介
（1）電力使用量の削減

◆  一斉ライトダウンキャンペーンを実施

・岡山市の取り組みに連携し、6月下旬～7月上旬の
　約2週間、一斉ライトダウンキャンペーンを実施
　しました。
　お客様が少なくなる夕方以降、業務に支障のない
　範囲で消灯し、併せてお客様へチラシの配布や声
　掛け等でこの活動を発信しました。
　あえて照明を消すことで、省エネ意識を高め、地
　域温暖化防止につながる取り組みを継続的に実施
　しています。

（2）ガソリン使用量の削減

◆  エコドライブの実施

・チラシを食堂や事務所内など、社員が目に止まり
　やすいところへ掲示し、意識向上へ繋げました。
　社用車を運転する際は特に、エコドライブに徹する
　よう声掛けをしています。

※写真 1

写真 1

写真 2

※写真 2

◆  Web会議の推進

・月2回本社で行われる責任者会議を月1回zoomで
　開催しています。
　他研修など以前は本社で行われていたが、zoomを
　推進することによって、ガソリン使用量の削減に
　繋げています。

（3）水使用量の削減

◆  節水POPの貼り付け ※写真 3

写真 3

・節水POPを工場や事務所、トイレなどの水道蛇口
　近くに貼り付けし、意識を高めています。



（4）地域貢献活動

◆ TOYOTA SOCIAL FES 参加

・全国50か所で行う参加型アクションプログラム。
　楽しみながら自然を守るという想いのもと
　毎年イベントに参加をして、海や川をきれいに
　したり、水辺の自然を守ったりしています。

※写真 4

写真 4

◆トヨタ未来スクールの開催 ※写真 5

写真 5

・未来を担う「こどもたちの可能性をはぐくみ
　たい」という想いから、地域の小学校へ出張
　し、「原体験プログラム」の授業を実施しまし
　た。
　子どもたちが楽しみながら学べるプログラム
　を今後も地域・家庭・協力関係各社と連携し
　ながら進めていきます。

　

◆インターンシップ・職場体験の受け入れ
写真 6

※写真 6

・職業生活・社会生活に必要な知識、学ぶこと・
　働くことの意義等、わたしたちと一緒に働くこ
　とで、大学生や中学生の職業意識の向上に繋が
　ればと思い、積極的に受け入れをしています。
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【６】環境関連法規等の順守状況の評価の結果

主な環境関連法などおよび順守評価結果は、下表の通りです。
　

環境関連法規制等の順守状況の評価の結果、特定されたすべて法規等が順守されてい
ることを確認しました。
なお、環境関連法規等への違反、訴訟、環境上の苦情等も過去3年間ありませんでし
た。



【７】環境経営計画及び取組結果とその評価、
　　　次年度の取組内容



【８】代表者による全体の評価と見直し

　当社は、自動車販売を中心とした事業活動において、地球環境の保護が社会全
体の重要な課題であることを念頭に、環境保護や温暖化防止、省エネに配慮した
企業活動を実践し、豊かな社会の発展に寄与することを目指すことを宣言し、ま
ずは土台作りから始めていきました。
　しかし、エコアクション21の取り組みにおいては、全部署をあげて活動してま
いりましたが、まだまだすべての従業員には十分に浸透していないと判断してい
ます。
　具体的には、水使用量削減において、水道まわりに節水POPの貼り付けを実施
するとともに、ボディーコートの推進販売を「洗車回数を減らして環境に配慮で
きる」ことを謳い文句に進めていましたが、単純に販売するだけが多く見られ、
実際の現場スタッフへの落とし込みが不十分だったと認識しています。
　これを実現するためには、全従業員を対象とした教育の実施や啓発活動を通じ
て、活動の目的や取り組み内容を徹底的に周知し、進捗状況を開示することが重
要です。来季には、定期的な進捗管理と情報公開を確実に行うよう指示しまし
た。

ネッツトヨタ山陽株式会社

代表取締役社長




